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『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
は
仏
身
論
、
多
仏
思
想
、
浄
土
思
想
、
業
道
論
、

(
1
)

解
脱
論
、
地
獄
思
想
な
ど
種

々
の
教
説
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

教
理
上
で
は
古
来
よ
り
竜
樹

の
浄
土
思
想
と
し
て

「
易
行
品
」
が
注
目

(2
)

さ
れ
、
主
と
し
て
浄
土
教
研
究
者
に
よ
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
つ
た
。
し

か
し
、
「易
行
品
」
だ
け
で
な
く
こ
の
論
書
全
般
に
注
目
す

べ
き
教
理
の

(3
)

説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
か
つ
て
平
川
彰
博
士
に
よ
り
指
摘
せ
ら
れ
た
。

ま

た
、

こ
の
論
書
の
著
者
を
め
ぐ
つ
て
従
来
よ
り
二
つ
の
説
が
提
示

(4
)

せ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
干
潟
竜
祥
博
士
の
説
で
あ
り
、
他
の
ひ
と

(5
)

つ
は
平
川
彰
博
士
の
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
岩
本
裕
博
士
は
羅
什
に
よ
る

(6
)

加
筆
の
部
分

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
た
。

こ
の
論
書
は
梵
本
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
著
者
問

題
を
は
じ
め
問
題
点
が
多

い
。
本
稿
で
は
こ
の
論
書
を
十
地
経
初
地
二

地

の
註
釈
書
と
い
う
よ
り
仏
教
教
理
の
一
資
料
と
い
う
観
点
で
取
り
扱

う
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
方
法
は
早
く
平
川
彰
博
士
な
ど
に
よ
つ
て
な

(7
)

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、

こ
ゝ
で
は
伝
承
に
よ
り
竜
樹
の
著
作
と
い
わ

れ
る
他
の
論
書
と
の
比
較
も
考
慮
に
入
れ
て
若
干
の
教
理
に
つ
い
て
考

察
を
し
た
い
。

転
女
成
男

(
変
成
男
子
)

の
教
説

唱

「
釈
願
品
」
第
五
の
終
り
に
浄
土
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
転
女
成

男
の
教
説
が
説
か
れ
て
い
る
。

「女
人
も
仏
を
見
て
女
形
を
転
ず
る
こ
と
を
得
と
は
若
し
一
心
に
女
形
を
転

ぜ
ん
と
求
む
る
こ
と
有
つ
て
、
深
く
自
ら
厭
患
し
て
、
信
解
力
有
つ
て
男
身

を
誓
願
す
。
是
の
如
き
女
人
、
仏
を
見
る
こ
と
を
得
ば
即
ち
女
形
を
転
ず
。」

「女
人
仏
名
を
聞
い
て
女
形
を
転
ず
と
は
、
此
の
事
の
因
縁
、
見
仏
経
中
に

(
8
)

説
く
が
如
し
。」

と
い
う
文
で
あ
る
。
「
釈
願
品
」
は
菩
薩
の
十
大
願

に
つ
い
て
註
釈
す

る
部
分
で
あ
り
浄
土
の
相
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
従

つ
て
浄

土
思
想
と
の
関
連
が
明
白
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
」
に
ひ
と
つ
の
疑
問

が
残
る
。
「
見
仏
経
中
に
説
く
が
如
し
。
」
と
い
う

「
見
仏
経
」
は
何
を

指
す

の
で
あ
ろ
う
か
。

『十
住
毘
婆
沙
論
』
に
は
経
名
を
あ
げ
る
も
の
、
あ
る
い
は
経
名
を
あ
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(
9
)

げ
な
い
も

の
な
ど
多
数

の
経
典
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
経
名
が
な
く
て

も
特
定
の
経
典

の
思
想
の
影
響
を
受
け
つ
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部

(10
)

(11
)

分
も
あ
る
。
例
え
ば
「
易
行
品
」
第
九
と

『
無
量
寿
経
』
系
統
の
関
係
、

「
念
仏
品
」
第
二
十
か
ら

「
四
十
不
共
法
中
善
知
不
定
品
」
第
二
十
三

(
12
)

ま
で
と

『
般
舟
三
昧
経
』
と
の
関
係
な
ど
は
す
で
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
瓦
に
い
う

「
見
仏
経
」
は

『般
舟
三
昧
経
』
あ

(
13
)

る
い
は

『
無
量
寿
経
』
を
指
す
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
ど
ち
ら
の
影
響

を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
ゞ
こ

の
二
経

の
う
ち

『
般
舟
三
昧

経
』
に
は
転
女
成
男
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
い
は

『
無
量
寿
経
』
系
統
の
思
想
を
受
け
つ
い
だ
も
の
か
も
知
れ

な
い
。
す

で
に
平
川
彰
博
士
、
藤
田
宏
達
博
士
に
よ

っ
て
考
察
さ
れ
て

(14
)

い
る
よ
う

に
転
女
成
男
説
は
古
い
教
説
で
あ
り

『無
量
寿
経
』
ば
か
り

で
は
な
い
。
そ
て
で
、

「
見
仏
経
」
を
他

の
引
用
経
典
に
求
め
て
も
今

の
と
こ
ろ
経
名
の
明
白
な
も
の
で
は
該
当
す
る
も

の
が
な
い
。
従
つ
て

こ
」
で
は

「
釈
願
品
」
全
体

の
記
述
を
考
慮
に
い
れ
て

『
無
量
寿
経
』

系
統
の
思

想
の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
考
え
た
い
。

と
こ
ろ

で
転
女
成
男
説
は

『大
智
度
論
』
に
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ

て
い
る
。
即
ち

「復
次
に
経
の
申
に
説
く
。
女
人
に
五
擬
有
り
、
釈
提
桓
因
、
梵
王
、
魔

王
、
転
輪
聖
王
、
仏
と
作
る
こ
と
を
得
ず
。
是
の
五
擬
に
て
作
仏
す
る
を
得

「
ず
と
聞
い
て
、
女
人
は
心
退
き
発
意
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
或
い
は
説
法
す
る

者
あ
る
も
、
女
人
の
た
め
に
は
仏
道
を
説
か
ず
。
是
の
故
に
仏
は
此
の
間
に

説
き
た
も
う
。
善
男
子
、
善
女
人
よ
、
女
人
も
作
仏
す
る
を
得
べ
し
。
女
身

(15
)

を
転
ぜ
ざ
る
に
非
ら
ざ
る
な
り
。」

と
い
う
文
で
あ
る
。
『大
智
度
論
』
で
は

「女
人

の
五
擬
」
と
い
う

『
阿

含
経
』
以
来

の
説
を
背
景
と
し
て
作
仏
と
関
連
し

て
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
あ
ら
わ
れ
る
転
女
成

男
説
は
浄

土

の
十
相

の
中
に
お
い
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
転
女
成
男
説
の
背
景
そ
の
も

の
が
相
違
し
て
い
る
。
た
冥

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

と

『
大
智
度
論
』
と

の
表
現
を
比
較
す
る
と
き

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

の
説
き
方
が
積
極
的
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の

「釈
願
品
」
に
つ
い
て
ひ
と

つ
の
問
題
点
が
指
摘
せ

ら
れ
た
。
そ
れ
は
岩
本
裕
博
士
に
よ

っ
て
提
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

博
士
の
説
を
要
約
す
れ
ば
、
「釈
願
晶
」
は

「
仏
国
土
を
浄

め
る
」
と

い
う
十
大
願
を
説
く
宗
教
的
実
践
行
為
を
勧
め
て
い
る
部
分
で
あ
り
、

そ
こ
で
突
然
浄
土

の
相
の
記
述
が
説
か
れ
仏
国
土

の
様
相
を
描
写
す
る

の
は
明
ら
か
に
仏
国
土
を
浄
め
る
と
い
う
思
想

と
は
直
接
結
び
つ
か
な

ず
飛
躍
し
て
い
る
。
従
つ
て
こ
の
部
分
は
後
世
の
附
加
、
特
に
羅
什
の
で

あ
ろ
う
、

と
い
う
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
博
士
は
こ
の
論
に
は
チ
ベ
ッ
ト

訳
な
ど
他

の
資
料
が
な
い
た
め
に
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
な

が
ら
も
、
別
の
理
由
と
し
て
竜
樹
時
代

の
論
書

の
形
式
、
地
理
的
要
因

な
ど
も
考
察
の
対
象
と
な
し
、
さ
ら
に
は
羅
什

の
翻
訳
態
度
に
も
言
及

し
て
い
る
。
結
論
と
し
て
博
士
は
、
『
十
住
毘
婆

沙
論
』

の
詩
形

の
部

分
は
あ
る
い
は
竜
樹
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

註
釈
の
部
分
は
そ
の

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

に
説

か
れ
る
二
三
の
教
説

(
八

力
)

三
八

一
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『
十
住
毘
婆

沙
論
』
に
説

か
れ
る
二
三

の
教
説

(
八

力
)

三
八

二

ま
」
竜
樹

の
真
作
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
資
料
的
価
値

は
羅
什
の
時
代
ま
で
さ
が
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
転
女
成
男
説
の
部
分

が
羅
什
の
加
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
論
証
す
る
こ
と
は
因
難
で
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
こ
の
説
の
淵
源
は
古
く
原
始
仏
教
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

『
般
若
経
』
な
ど
に
も
こ
の
説
が

(16
)

説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
例
え
ば
竜
樹
が
知

(
17
)

つ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
た

穿
、
博
士
の
指
摘
さ

れ
た
と
う
り
文
脈
が

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
点

こ
の
品
に
は
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
品
に
お

け
る
転
女
成
男
は

『無
量
寿
経
』
系
統
の
思
想
を
う
け
つ
い
で
い
る
と

見
る
こ
と
に
さ
し
つ
か
え
は
な
い
。

三
十
二
相
業

「
共
行

品
」
第
十
八
、
「念
仏
品
」
第
二
十
に
は
仏
の
三
十

二
相
業

が
説
か
れ
て
い
る
。
三
十
二
相
業
に
つ
い
て
は
最
近
高
原
信

一
氏
に
よ

(18
)

る
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
そ
の
中

で

『大
智
度
論
』
、
『十

住
毘
婆
沙

論
』
、
『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ

ァ
リ
ー
』
、
『宝
行
王
正
論
』
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ

(19
)

れ
て
お
ら

れ
る
。
ま
た
先
に
爪
生
津
隆
真
氏
に
よ
る
研
究
も
あ
つ
て
、

こ
」
で

『
菩
提
資
糧
論
』

の
三
十
二
相
業
に

つ
い

て
も
言
及

し
て
お

ら
れ
る
。

今
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
つ
ゝ
、
竜
樹

の
著
作
と
い
わ
れ
て

い
る
論
書

で
三
十
二
相
業

の
説
か
れ
て
い
る
も

の
、
つ
ま
り
、
『
十
住

毘
婆
沙
論
』
、
『大
智
度
論
』
、
『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ

ァ
リ
ー
』
、
『
宝
行
王
正

論
』
、
『
菩
提
資
糧
論
』

の
五
本
の
三
十
二
相
業

の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
き
た
い
。
高
原
信

一
氏
に
よ
る
考
察
で
は
、
『
大
智
度
論
』
が
第
三

グ
ル
ー
プ
と
し
て
あ
り
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
、『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
』
、

『宝
行
王
正
論
』
は
第
四
グ
ル
ー
プ
に
入
つ
て
い
る
。

こ
れ
に

『菩
提

資
糧
論
』
を
加
え
る
と
こ
の
論
は

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
、
『
ラ
ト
ナ
ー
ヴ

ァ
リ
ー
』

の
三
十
二
相
と
よ
く

一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る

か
ら
、
高
原
信

一
氏

の
対
照
表
で
は
第
四
グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と
に
な

る
。
従

つ
て
竜
樹

の
著
作
と
い
わ
れ
て
い
る
論
書

の
中

で
は
、
『大
智

度
論
』
だ
け
が
順
序
、

訳
語
な
ど
に
お
い
て
全
く
相
違
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
穿
、
羅
什
訳

『摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
と

『大
智
度
論
』
が
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。(20
)

ま
た
、
『
観
仏
三
味
経
』
な
ど
に
い
わ
れ
る
順
観
、
逆
観
と

い
う
観
点

か
ら
み
る
と
竜
樹

の
論
書
は
い
ず
れ
も
逆
観
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
川
博
士
に
よ
り

『大
智
度
論
』
は
有
部
と
の
関
係
が
深
い

(21
)

こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
た
が
、
三
十
二
相
業
に
つ
い
て
み
て
も
そ
の
こ
と

が
論
証
さ
れ
る
。
『大
智
度
論
』
の
三
十
二
相
業

と

『大
毘

婆

沙
論
』

(22
)

の
そ
れ
と
に
類
似
性
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の
教
説

す
で
に
諸
学
者
に
よ
り
考
察
さ
れ
た
教
説
も
あ

る
が
、

こ
ゝ
で
簡
単

に
ふ
れ
る
な
ら
ば
、
積
子
部
の
教
説
と
し
て
有
名

な
五
法
蔵
説
に
対
す

る

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
立
場
な
ど
は
禎
子
部
と

の
関
係
を
想
起
さ
せ

-889-



(23
)
る
。

こ
」
で
は
、
『中
論
』
、
『大
智
度
論
』
と

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

の

立
場
が
大

い
に
異

つ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

ま
た
九
分
経
、
十
二
部
経
に
つ
い
て

『十
住
毘
婆
沙
論
』
は
九
分
経

(
24
)

を
肯
定
す
る
立
場
を
取
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「念
仏
品
」
第
二

十
に
あ
げ
ら
れ
る
九
分
経
の
項
目
に
つ
い
て
は
水
野
弘
元
博
士
に
よ
る

(25
)

考
察
が
あ
り
、
こ
の
九
分
経
は
ど
の
部
派
の
説
を
う
け
た
も
の
か
不
明

で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
た
穿
、
こ
の
論
が
九
分
経
を
肯
定
的
に
扱

つ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
十
二
部
経
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る

こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
「
大
乗
品
」
第
三
十
に

「諸
仏
の
正
法
を
守
護
す
、
と
は
若
し
人
能
く
諸
仏
の
所
教
の
法
、
所
謂
十

二
部
経
を
守
護
し
、
以
つ
て
其
の
心
に
能
く
受
く
れ
ば
十
善
業
道
は
能
く
此

(26
)

人
を
し
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
薩
に
至
ら
し
む
」

と
い
う
文
で
あ
る
。
十
二
部
経
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
落
し
が
な
け
れ

ば
こ
の
箇
書
だ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
で
は
否
定
的
に

取
り
扱

つ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
た
穿
九
分
経
の
言
及
が
多
い
と
い

う
事
実
、
ま
た
有
部
系
と
い
わ
れ
る

『大
智
度
論
』
の
十
二
部
経
と
は

全
く
相
違
す

る
こ
と
、
更
に

『
菩
提
資
糧
論
』
に
は
九
分
経
に
つ
い
て

(27
)

き
わ
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら

『
十

住
毘
婆
沙
論
』

の
立
場
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
実
践
行
で
は
、
十
二
頭
陀
支
、
六
十
五
種
戒
な
ど
が
言
及
さ

れ
て
い
る
。
十
二
頭
陀
支
説
は

「
解
頭
陀
品
」
第
三
十
二
に
お
い
て
説

か
れ
る
も

の
で
あ
り
、
『
大
智
度
論
』

の
十
二
頭
陀
支
と
は
異

系
統

で

(
28
)

あ
る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
六
十

五
種
戒

は

「
護
戒

品
」
第
三
十

一
に
で
る
も
の
で
あ
る
。
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
で
は

「
『宝

頂
経
』
「
和
合
仏
法
」
品
中
に
説
く
と
し
て
引
用
し

て
い
る
。
し
か
し

『
宝
頂
経
』

つ
ま
り

『
無
尽
意
経
』
の
戒
数
は
六
十
七
戒
、
異

訳

の

(
29
)

『
阿
差
末
経
』
は
六
十
四
戒
で
多
少
の
出
入
り
が
あ
る
。
六
十
五
種
戒

は

『菩
提
資
糧
論
』
に
も
説
か
れ
、
『
菩
提
資
糧
論
』
で
は
や
は
り

『
宝

(30
)

頂
経
』
の
説
を
受
け
て
い
る
。
従

つ
て
こ
」
で
は

『十
住
毘
婆
沙
論
』

(31
)

は

『
菩
提
資
糧
論
』
と
関
係
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
若
干
の
教
説
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
き
た
が
、
元
来

『
十
住

(32
)

毘
婆
沙
論
』
に
説
か
れ
る
教
説
は
き
わ
め
て
多
種

で
あ

っ
て
更
に
詳
細

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
る
。
た
穿
、
考
察

の

範
囲
を
竜
樹

の
論
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
と
い
う
点
に
限
定
す
る
と
、

以
上
の
考
察
だ
け
で
も

『
大
智
度
論
』
だ
け
が
特
殊
な
位
置
に
あ
る
こ

(
33
)

と
が
知
ら
れ
る
。
最
近
の
ラ
モ
ッ
ト
教
授
の
見
解

を
考
慮
に
い
れ
る
な

ら
ば
ま
す
ま
す
こ
の
こ
と
が
明
白
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
岩
本
裕
博
士

の
指
摘
の
ご
と
く

『十
住
毘
婆
沙
論
』
の
漢
訳
の
型
式
か
ら
詩
形
の
部

分

の
み
竜
樹
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
か
ど
う
か
は
さ
ら
に
検
討
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

1
 
佐
々
木
月
樵

『
大
乗
仏
教
教
理
史
』
(佐
々
木
月
樵
全
集
第
一
巻
)
三

四
一
頁
。

2
 
易
行
院
法
海

「十
住
毘
婆
沙
論
易
行
品
茎
蹄
」
三
巻
、
香
樹
院
徳
竜

「十
住
毘
婆
沙
論
易
行
品
開
演
日
記
」
二
巻

(と
も
に
『
真
宗
大
系
』
第

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

に
説

か
れ
る
二
一二
の
教
説

(
八

力
)

三
八
三

-890-



『
十
住
毘
婆
沙
論
』

に
説
か
れ

る
二
三

の
教
説

(
八

力
)

三

八
四

五
巻
所
収
。
望
月
信
享

「
竜
樹

の
十
住
毘
婆
沙
論
」
(『
浄
土
教
之
研
究
』

二
九
五
頁
。
所
収
)
。
同

「
第
三
編
本
願
論
」

(『
浄
土
教

の
起
源

及
発

達

五
六
七
頁
所
収
)
。
上
杉
思
朗

「
十
住
毘
婆
沙
論

研
究
序

説
」

大

谷
学

報

34

の
2
、

35
の
1
、

35

の
2
。

3
 
平
川
彰

「
十
住
毘
婆
沙
論

の
著
者

に
つ
い
て
」
印
仏
研
5

の
2
。

4
 
干
潟
竜
祥

「
大
智
度
論

の
作
者

に
つ
い
て
」
印

仏

研
7

の
1
。
R
.
H
i-

5
5
,
7
3
,
7
4
.

5
 

平

川

彰
、

前

掲

論

文
。

因

み

に
、

外

国

学

者

の
見

解

は
、

ム

ー

ル

チ
も

ラ

マ
ナ

ン
も

ロ

ビ

ン

ソ

ン
も

さ

ら

に

ラ

モ

ッ
ト

も
、

『
十

住

毘

婆

沙

論

』

に

つ
い

て
真

偽

を

判

定

し

て
い

な

い
。

た

だ
、

ラ

モ

ッ
ト

だ

け

が
先

の
両

博

士

の
説

を

ノ

ー

ト

で

紹

介

し

て

い
る
。

(T
.
R
.
V
.
M

v
rti
:
C
en
tra
l
 P
h
iio
 So
p
h
y

o
h
 B
u
-

6
 
岩
本
裕

『
極
楽

と
地
獄
』

一
二
二
頁
-

一
二
七
頁
。

7
 
平
川
彰

「
大
乗
仏
教

の
教
団
史
的
性
格
」
(
宮
本
正
尊

編

『
大

乗

仏

教

の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
)
。
同

『
律
蔵

の
研
究
』
三
四

六
頁
。

三

五
九

頁
な
ど
。

8
 

大
正
二
六
、

三
二
頁

下
。

9
 
佐

々
木
月
樵
、

前
掲
書
三
四
三
頁
。

塩
見
徹
堂

「
竜
樹
所
引

の
大
乗
経

典

の
二
三
に

つ
い
て
」
宗
教
研
究
新
第
九
巻
六
号
。

長
谷
岡

一
也

『
竜
樹

の
浄
土
教
思
想
』

二

一
頁
。

10
 
長
谷
岡

一
也

「
十
住
毘
婆
沙
論

の
含

む
中
論

の
思
想
」
大
谷
学
報

35
の

4
。

11
 
望
月
信
享

『
浄

土
教
之
研
究
』
三
〇

九
頁
。

正
確

に
は

「
平
等
覚
経
」

と
の
類
似
性
を
主
張

し
て
い
る
。

12
 
長
谷
岡

一
也
、
前
掲
書
、

一
一
七
頁
。

13
 
国
訳

一
切
経
、
釈
経
論
部

七
、

五
六
頁
。

(矢
吹
慶
輝

訳

加

藤
章

一
訳

註
)

14
 
平
川
彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』

二
六
二
-
二
八
二
頁
。

藤
田
宏
達

「
転
女
成
男

の
思
想
」
(
一
)(
二
)
(
国
訳

一
切
経
印
度
撰
述
部
月
報
38
39
)
。

15
 
大
正
二
五
、
四
五
九
頁

上
。

16
 
平
川
彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』

二
六
六
頁
。

17
 

ラ
ト
ナ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
に
も
同
様
な
考
え
方

が
み

ら

れ

る
。
R
a
tn
a
v
a
li

V
.
7
2
.
(
北
京
版
,
1
2
9
卷
,
p
.1
08
2
-4
-
2
)
。

18
 
高
原
信

一
『
M
ah
a
v
a
tu

所
伝

「
仏

の
三
十

二
相
」

に
つ
い
て
』
(
「
仏

教
研
究
」
N
o
.2
.
国
際
仏
教

徒
協

会
編
)
。

19
 
爪
生
津
隆
真

『
「
菩
提
資

糧
論
」

の
竜
樹
真
撰

に
つ

い

て
』
印

仏

研
17

の
2
。

20
 
大
正

一
五
、
六
四
八
頁
下
。

21
 
平

川
彰

『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究

』
七
六
七
頁
。

22
 
高
原
信

一
、
前
掲
論
文
、

九
五
頁
。

23
 
平

川
彰
、

前
掲
書
、

七
四
二
頁
ー

七
四
五
頁
。

24
 

同
、
前
掲
書
、

七
三
九
頁
。

25
 
水
野
弘
元
、

「
大
乗
経
典

と
部

派
仏
教
と

の
関
係
」

(
宮
本
正
尊
編

『
大

乗
仏
教

の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
)
。
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26
 
大
正
二
六
、

一
〇
六
頁
上
。

27
 
大
正
三
二
、

五
二
六
頁
上
。

28
 
水
野
弘
元
、

前
掲
論
文
。

三
〇

二
頁
。

29
 

大
正

一
三
、

一
八
九
頁
下
-

一
九
〇
頁
中
。

同
、

五
九
〇
頁

上
、
中
。

30
 

大
正
三
二
、

五
二
〇
頁
中
。

31

『
十
住
毘
婆
沙
論
』

で
は

『
菩
提
資
糧
論
』

を

た

び
た

び

「
助
道
経
」

の
名

で
引
用

し
て
い
る
。

(
大
野
法
道

『
国
訳

一
切

経
論

集

部
』
五
、

四

〇
頁
参
照
)

な

お

『
菩
提
資
糧
論
』

が
何
故

「
助
道
経
」

と
よ
ば

れ
た
か

に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

32
 
外

教
と

の
関
連

も
み
ら
れ
る
。
今
西
順
吉

「
竜
樹

に
よ

つ
て
言
及
さ
れ

た

サ
ー

ン
キ
ャ
思
想
ー
初
期
中
観
派

に
お
け
る

サ
ー
ン
キ

ャ
思
想
(一
)-
」

(
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
十

六
ノ
ニ
)
。
中
村
元

『
初
期

ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン

タ
哲
学
』
二
〇

六
頁
。

33
 

ラ

モ
ッ
ト
教
授

は

『
大
智
度
論
』

の
作
者
を

い
わ
ゆ
る

『
中
論
』

の
作

者

と
し
て
の
竜
樹
と
別
人
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
。

こ
の
点
の
詳
細
に

つ

い
て
は
、

ラ
モ

ッ
ト
、
前
掲
書
序
文
な
ら
び
に
、

平
川
彰

マ
E

・
ラ
モ
ッ

ト
教
授

の

『
大
智
度
論

フ
ラ

ン
ス
語
訳
註
』
第
三
巻
に

つ
い
て
」
印
仏
研

19

の
2
、

四
三
五
頁
参
照
。

追
記

な
お

い

L
a
m
o
tte
.
:L
e
tra
ite
 d
e
 la
 G
r
a
n
d
 V
e
r
tu
 d
e
 S
a
g
e
-

sse
は
北
海
道
大
学
藤
田
宏
達
先
生
よ
り
借
覧

し
た
。
謝
意
を
表

し
ま
す
。

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
説

か
れ
る
二
三

の
教
説

(
八

力
)

三
八
五
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